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２０２６年３月２２日 

委員長 堀口 

 

第 101 回 ＩＴ委員会 議事録（柴田） 
 

■開催日時・場所 

３月１８日（水）１６：００～ １Ｆ地域交流センター 

 

■出席者 

村瀬若志(6F)、新平晃義(5F)、沓名さくら(5F) 、野中由加利（4F）、山﨑唯（3F）、吉田真理子

（2F）、佐藤双葉（統括）、近藤真由子(医務)、成田愛子(事務)、丹野竜太郎(事務)、堀口幹友 

 

■報告・議事 

 

① 来年度委員会スケジュール 

委員会統廃合など見直しに伴い、開催スケジュールを毎月開催から２か月に１回に変更する案が

出ている。奇数月開催か偶数月開催か決まったら、改めて知らせる。但し、24Hシート導入初期で

ある４月～７月は引き続き毎月開催し、24Hシートが落ち着いてから新スケジュールで開催予定。 

 

② 24H シート 

24H シートを印刷した際、同じ A4 用紙でも字の大小違いがある場合、A3 用紙を A4 用紙に縮小

印刷したから字が小さいことが理由。 

→ マスタで単純に用紙を変更しても反映されないので、用紙変更後、複写して新しい 24Hシート

に作り直す必要がある。 

→ それでも線が入る場合、改めてメーカーに問合わる予定。 

 

レクリエーションに「パズル」を追加済み。 

→ 柴田の独自項目を自由に追加して構わない。 

 

現時点では紙と併用。 

→ いずれペーパーレスが目標だが、今すぐは無理なので、段階的に紙を減らしていく。先行する

笹原でも、完全ペーパーレスになった訳ではなく、一部紙が残っている。 

→ 入浴や排泄は当面は紙。 

 

記録（入力）二度手間を避けたい。 

→ ケースに写真も入れれば手間が省ける。 

→ パソコンなら部品を組み合わせて事故報告書を作ることも可能。 

→ パソコンでの入力は大丈夫だが、iPadからの入力は対応できない。 

→ 名古屋市の書式が決まっているので、勝手に作ることはできない。 

 

利便性を考えると、10分カンファは紙から電子化したい。 

→ いろいろ問題あるとは思うが、とにかくやってみる。 

→ しばらくはケアマネに１部コピーが欲しい。 

→ 原本は個人カルテに綴じるが、たくさんあると分厚くなるので、入替タイミングを考える必要あり。 
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24H シートの生活リズムの文言（表現）がバラバラだが、同じ意味（内容）は同じ文言に統一した方

がいい。 

→ 入居者様が主語か、介護士が主語かで、表現が違ってくる。 

→ 統一すべく、沓名リーダーが中心となって文言を検討する。 

→ 統一後、ほのぼのに登録する際は、笹原と共存しなければならないので、要注意。 

→ 24Hシートの生活リズムの「マスタ」は、柴田は柴田、笹原は笹原で、それぞれ別々に管理して

いるので、「事業所切替」が柴田になってさえいれば、笹原のことは気にしなくていい。 

 

引き続き、沓名リーダーに情報を集約し、集まった情報を整理して次回委員会で対応方法を検討

する。 

 

なお、下記 QR コードから、マニュアルをはじめ笹原の 24H シート情報が閲覧可能なので、一度

目を通して欲しい。今後は柴田の 24Hシート情報も追記して情報共有する。 

 
 

■次回ＩＴ委員会開催予定（奇数月または偶数月の第３水曜日に変更予定） 

４月１５日（水）１６：００～ ※臨時で開催日時を変更する場合あり 


